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( 1) Challenger Reports， Vol. 1， Second Part (1891)， 774. 










街，共存する褐塵は (1)赤粘土1リットル中 5乃至6個見出され， (2)直径O.5mm.の
もの多く稀には 1mm.のものもある。 (3)貨褐色の組面を持ち，不完全な丸形をしてゐ
































































に分けてあり，一つは綿量 284gr.で，其の中から球形轟軟泥 44gr.磁性物質 0.04gr.を




とすれば約 1リットルの赤粘土から3個の宇宙塵を得?とわけで， Murrayや Renardの報
告よりは含有宇宙塵の個教が可なり少ない様であるのは依置の相具に基づくものかも知れ
ぬ。我々の資料に翼足識の遁殻を含んで居たととなども其の傍詮に主主ると思ふ。
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(2)床上落下賓臨床上に落とす場合は， (a)落下距離が 11m までは球秋とたらや，
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の関係落下距離従って落下速度を . . . 
大にするほど小さい粒に分裂すると /'--..・非主
とは前述のま日くであるが，然し粒径




から 5mまで 1m毎に落として出 . . 

































































. 7Jl〆窃=仁川 (1) 
熔融金が水面に衝突するときに出来る粒の最大字径 rは之に動く impulseと熔融金の
表面張力との釣合によって決定される。一つの粒を球欣と椴定すれば宇径 f の粒に働く
叫 ulseP=i:/df はがに比例し，叉之が表面張力 Tによって受止められる限り分裂
せぬのであるから，成生粒子の最大直径については
2T 
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